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白井市のコケ植物

古 木 達 郎

要旨 :白井市に生育するコケ植物を調査し,セン類 21科 47属 75程球タイ類 16科 18属 30種 ツノ
ゴケ類2科 3属 3色 合計39科 68属 108種を確認した。これらはすべて白井市から初めての記録で

ある,このうち,環境省レッドリストにおいて準絶滅危惧種に選定されている種としてコウライイチ

ョウゴケ,ウキゴケ,イチョウウキゴケの3種を確認した。また,下総台地新産としてケヒツジゴケ

を確認した.

1.はじめに
ここで扱うコケ植物と駐 スギゴケやゼニゴクに代表される植物■ 専門的には群苔類と呼ばれて

いる仲間である。これまで,コケ植物は千葉県から約 400種が知られている (古木 2002).その報

告のほとんどは房総丘陵から採集された標本に基づいている。下総台地で残 千葉市と佐倉市におい

てコケ植物の現況調査が行われたが 解 ほか 1996,古木 1999,古本 2002)、 その他の地域では

断片的な調査しか行われていない。特に,千葉県北紳 lJ4JII沿いの地域におけるコケ植物について

はほとんど報告がない。白井市のコケ植物に関する報告も皆無である。従つて,今回報告するコケ値

物はすべて白井市から初めての記録となり、今回の調査は千葉県北部のコケ植物を知る上で、非常に

認 い。

コケ植物は,十 Lばかりか岩や樹木の樹幹にも生育し,これら生育基物の違いはコケ植物の生育に

とつて大きな要因の一つである。また、立地の違いもコケ植物の生育に大きな影響を与え,裸地や水

田,畑,森淋などによって,生育しているコケ植物が異なっていた。

2.目 的
白井市に生育するコケ植物の目録を作成することを目的とする。また、生育立地の違いなど生育秦

螂 Wこよるコケ植物の生育現況を探る。その過程において,市民調査員の育成をも目指す 市民

調査員の育成においてイk=般 的,入門的なコケ植物に着日した調査に亀煮を置き,野外において肉
H艮埼識別できるコク植物の見分け方を修得することを目徹

3.方 法
目的に示した観点から17年度は,学校や性乱 水田など身近な場所に生育するコケ植物を主に調
べた。中でも十卜に生育するコケ植物に重点を置いた。廃校となつた小学校や市内の比較的おおきな

神杜や寺などを主に調べた。また,市内の大きな面積を占めるナシ園の調査を予備的に行つた。18
年度は、17年度と同様な観点に加え,森林や人家、道路脇などを調べた,調査において,採集イ翼診ト

限に止め, 1種につき最低 1点の標本を作製することとした.そのため、日撃情報も重視した.

採集された標本は,実験室に持ち帰り,生物顕微鏡を使い調べた.これらすべての標本は千葉県立

中央博物館に収蔵した.



4.確認されたコケ植物リス ト
今回の調査において,約 300点の標本を採集し,その同定結果と現地での目撃情報とを併せて,コ

期 はセン類21科 47属 75穐 タイ類 16科 18属 30種 ツノミ嫌 2科 3属朝臨 合計 39科 68

属 108種を確認した。分類体系と端絡 は,基本的に岩月1まか 9001)に従つたが,一部聴 につい

ては最新の学術情報に従つた。リストは,セツ鼠 タイ類とツノゴケ類毎に列挙した。

なお,証拠標本の記述のな力ヽこ,地名の後にある名前はコケの陥認者を示し、そのあとの no.,ま

たはnos,の後の繰剃乱 採鶏番号である。

セン綱

スギゴケ科

И″ 》切 軸 Sし効 ユユ閉 lMuell,Hal,)Paris ヒメタチゴケ

裸地に大きな群落を作つている。

証拠標本 :武西:古本 nO.21563.

Иtti綸雌
・
aιtt lHe血 )R Beauv.ナミガタタチゴケ  (タチゴケ)

学校や公園などの植え込みの中,道路沿いの上手などにふつうに生育している。

証拠標本 :平塚;璃乃よ博期琥落五古木 nO。 20940,自井市清凡 福祉センター付通 古木 nO.20986;

神々廻 弁飛也 古木 nO.21569.

乃解%ι閉 カロ9/ED ILindb.)Sande lac.コ スギゴケ

農耕地の脇の上手や森林の中を通る道路脇の上手に稀に生育している。学校の教科書にセン類の代

表として掲載されていたコケ植物であり,是非とも市民に認識してもらいたい種である。

証姻浄障 根,螂 ,古木 nO.21021;市復,市衡蒲撹二 古木 nO.2∞80,神々廻,弁剤 ,

林 no。 21568;谷田,林 no.21611.
2μ珈ガ切 船esii lMuell.Hal.)Dozy ヒメスギゴケ

背丈の低い草原において,草本の生育密度が低い場所にふつうに見られる。

証拠標本 :神々廻,古木 nO。 19854;武胤 古木 nOs。 21535,21560.

P9」9P虜 切 輩 ミ越 o曲 Mitt.ハ ミ ズ ゴ ケ

森淋の中を通る道路脇の上手に稀に生育している。

証拠課本 :平玩 f瑠毅J辞鞍分校付通 古木 nO.2∞ 39.

ホウオウエA
打ddr♂助♂佐ヵ刀%He血  ェゾホウオウゴケ
森林内の十LRD/Jj■に稀に生育していた。

輯 :折立 古木 nOs。 21653,21658.

F」
isIJviJ9f7d JLrbyitt P.Beauv。

トサ カ ホ ウオ ウ ゴ ケ

森林内の上手や神伽卯麹勺にある石砕や墓石の台座に見られることが多い。

証拠標本:清戸,宗像伸化 古木 nO。 21000;武L古木 nO.21535;谷田,飯綱罐鬼 古木 nO.21606,
名内,東淵比 古木 nO.21660,

打郎力助♂■i鸞鷲 is Brii varp肋
“
ば力琵θ tBrOthi&Paris)I.G`Stoneジ ングウホウオウゴケ

植え込みの裸地に生育していた。

証姻酔障 清R森剤陀ンタ司観乙 古木 nO.21005。
河郎ゴ肋 ♂ゑだ島″胚 He血 キャラボクゴケ



森淋内の十トィ砂J、さな群落を作つていた。

証拠標本 ;仇 仏法乱 古木 nO。 21644.

Яd訂脆
“
しeyttitt Dozy&Molに  コホウオウゴケ

十卜でI乱 最もふつうに生育しているコケ植物のひとつである.

輯 :平塊 甲衆↓辞な分校付通 古木 nO,20986;清戸,宗像神也 i静代no.20999;根 ,
昆怒乱 古木 nO。 21012,平冤 刻郊 ,林 no.21026;武L古 木 nO.21550,谷田,離
現り古木 nO。 21592.

キンシゴケ科

攪 阿 ιぬ 〕即 中 必 釦 ♂ 齢 、)Brid ヤ ノ ウ エ ノ ア カ ゴ ケ

和名の由来は,屋根の上に生える赤い苔という意味である。ここで言う屋根とは茅葺き屋根である
が,このような屋根そのものが少なくなつてしまった。しかし,よ く日のあたる裸地にも生育する
ことが知られており,白井市では神社の境内の地面に生育していた。

証拠標本 :清戸,宗籐神也 古木 nO.21003;復 ,仏法寺I古木 nO.21647.

シッポrra・

ガば顕θttβ 力θし韓 ■■a lHe由の schi岬.ススキゴケ
森林脇の上手に生育していた。

証魁勲ド:平塩 ガ縛 ,古木 nO.21045;谷田,嘲 古木 nO。 21602;谷田,蝉
古木 nO。 21602;統 仏法寺,古木 nO.21646.

″ば留ダカ は ia lHe血 )Schi呻.ナガスジススキゴケ
良く日の当たる裸地に大きな群落を作つていた。裸地では最も普通に見られる小型なセン綱のひと

つであろう。

誼魁彩障 清民 融 ンター付通 古木 nO.20996;根,蜘 ,古木 nO。 21020,
pui9Fap91r92″効 J9Prrpιtt lBria)willЯ mミ ユミゴケ

スギの樹幹に着生していた。

証拠標本 ;武西;古木 nO。 21558.

rr9z紘肋 ■tti∞■■is Michx.ユミダイゴケ

道路脇の裸地I砂 1ヽさな群落を作つていた。独特な胞子体を形成するが,それが成熟する早春だけし
か識別が難しいため,市内に広く分布していると思われるが,日撃された箇所は少ない。

詞正」匹態翼珂臣:な窃ゼイ冽障no.21624;復 人40tゼイ羽卜nO.21625.

シラガゴケ科

ん
“
カリ切」肋ヵばοゴみ切 tBrid)Mue■.bl.ホノバオキナゴケ
園芸でイ乱「山苔」とう名で知れているコケ植物である。野外では■般に杉林に多く生育しているこ

とが多く,白井市においてもスギの樹幹に広く生育していた。

証姻騨障 紳 ,融 ンタ単封撹二古木 nO。 20982;神 魁々 弁天也 古木 nO,21574.

センボンゴケ科

効 β tti∞ユaヵ He� ネジクチゴケ
裸地に蒟緑色の群落を作つていた。裸地には最もふつうなコケ植物のひとつである。

証拠課本 :復;古本 nO.21617.



″卵 FittiS IBrid)R tt Zander チュウゴクネジクチゴケ

道路脇のコンクリート上や農園、畑の裸地に生育していた。市街地では最もふつうに見られるコケ

植物の一つである。

謝懃跡肇峯:札 大妻霧釧剰,林 nO。 21019;谷田,林 no。 21615。

//9pb」iFa/鼎親町挽鴻ro血  ハマキゴケ
やや古くなつたコンクリート上や湿つたアスファアレト上 岩比 裸地に広く生育している。

証拠標本 :清戸,福祉センター付退 古木 nO,20993;平晃 河縛 ,古木 nO。 21037;武西,古

木 nO:21548;復 ,仏法寺,古本 nOs.21637,21648.

L9pι仰励w切 ノ9pし軸 ■■切 帥陣11.Hal。 )と Guerra tt」 .Cano ナガバヒョウタンゴケ

庭や畑の湿つた裸地に生育していた。人家付近に多い。

輯 :磁 勒 よヾ毒多脇絶チ〉位質,林 nO,20946.
筋 才】′β zr7ardiJ He血  ヘラハネジレゴケ
水路のコンクリート護岸に生育していた.やや古くなつ浄 ンクリート上に生れ ていると思わ脇 .

証悶酔ド:平鬼 河齋 ,古木 nO,21036.

reissiaば為″ lHe血 )Mitt.ツチノウエノタマゴケ

畑の周りの裸地に多く,斑点状に生育している。

証拠標本 :谷田,吉本 nO。 21614,

腱issia∽舵r9F9Fda He血  ツチノウエノコゴケ
裸地に鶉緑色の群落を作っていた。裸地には最もふつうなコケ植物の一つであり,市内全域に生育

している。

証拠標本:神 廻々,古木 nO。 19855;清戸,福糾センタ¶鰤島 古木 nO。 20998;武西,古木 nO.21561.

辞eissia卵 力 Dixon ツチノウエノカタゴケ
ツチノウエノコゴケと同じように保地に生育するが,森林脇などの上手に多い.

証拠標本 :清戸,福紐センター付乙 古木 nO.20994;根,人幡神也 古木 nO。 21016;谷田,飯

鰯 宅イ月にn。.21594,復,翌年冽にno。 21619.

ギボウシゴケ科

陸i�ap」iFJiF9rB R Beauv.ケギボウシゴケ

神社や寺などにおいて、境内に置かれ       火成岩上回堆献 に生育していた.
鵬 :谷田,飯綱権見 iわ代nOS.21586,21587,名 内,東淵比 iわ代no。 21661:復,仏法

乱 古木 nO.21631.

虎μ励″″靱 カカ露万んガ盟 Reinナガバチヂレゴケ

神社や寺などにおいて,境内に置かれた火成岩上に斑点状に生育していた。

譴陽鉢 :谷田,飯綱臆見 古木 nO,21589;復,仏法乱 古本 nO.21632.

虎匹加滅 直通 Sintte mitt.)A」aegerチヂ レゴケ

本種もケギボウンゴケやナガバチヂレゴケなど本科の他種と同様な生態をしていた。

証拠標本 :谷田,飯綱権鬼 古木 nOs.21584,21閣 ;復 仏法乱 林 nO.21634.

胎釦″truiLp肋乃ガ″み Cardotコバノスナゴケ

神社や寺などにおいて,境内に働 :→れ      の火成岩上回躯点状に生育していた。
証拠標本 :谷田,飯綱隆乳 古木 nO.21683;名 内,東刈比 古木 nO.21659.

胞∽ばjr」ilz力即ロゴθtt Dozy&Molk,エプスナゴケ

神杜や寺などにおいて,境内に置かれた火成岩や石碑の火成岩上に斑点状に生育していた。
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証魁騨ド:谷田,飯綱権鬼 古木 nO.21581.

胎 ω″ 鷲� ′知 昭 あ 餌 効 Qe血 )Briと シモ フ リゴケ

神社において人工的に組まれた火成岩上に生育していた。

輯 :谷田,飯綱権鬼 iわ代no.21582.

Sttis瘍 ″ 効 /」iFJiPDpFarPEp℃ 胞 ell.Hal.)Deguchi.コ メ バ ギ ボ ウ シ ゴ ケ

神社において人正的に組まれた火成岩上に斑点状に生育していた

誼魁酔ド:谷田,飯綱糖兄 林 nα 21588

ヒジキゴケ科

絶籠 gia θガカ″ 鶴 .)R Beauv.ヒ ジキゴケ

寺の境内において火成岩上に生育していた。

証拠標本 :な寺仏渉執 古木 nO。 21633.

ヒナノハイゴケ科

ユ主曲 iじA�力拗ガカ励 餌itt.)Cardot サヤゴケ
ナシやウメなどの樹幹や社寺の境内の岩上に生育していた。樹幹に着生するコケ植物の中では市内

輔 もぶつうに見られる。

証拠標本 :根,長楽載 古木 nO.21007;武配 古木 nO。 21剛 ;谷田,飯綱膳鬼 古木 nO.21590,

復;仏法乱 古木 nO.21635.

/94じ直 e工a sittsis CVent.)Muell.Hal.ヒ ナノハイゴケ

人家の庭の樹幹に浄生していた

謳魁勲臣 折五 古木 nO。 21651.

ヒョクタンゴケ科

聴 ia力7初θ貢逮 He由
`と
ョウタンゴケ

農地の道路脇の裸地に生育していた。胞子体がない季節では野外で識別することが難しく,市内の

分布域はよく分からない。しかし,生育環境から推測すると,市内全域に生えている可能性が南喰

証拠簾本 :名内,古木nO.21618

2μ 粗 珈 れ 崩 切 9Er/Fぢ鉤 吻 Sendti ヒ ロ ク チ ゴ ケ

水田脇の湿つた十 Lに生育していた。アゼゴケと共に水田や畑に多いコケ植物のひとつとして知ら

れている。

輯 :磁 甲残j学機紡削近 古木nO.20934;復 林 m21618.
乃 距粗羽抽函吻 Jpba″メθ切 他� )Fue4r.ア ゼ ゴケ

秋に水を落とし,千上がった水田に生育していた。和名のとおり,水田のあぜや畑に多いコケ植物
であり,農耕地に広く分布している。

証拠標本:磁 物 〕      古木 nO.20949。

チョウチンゴケ科

Pと電imim acuttt Cindb。 )生 工Kop.コツボゴケ

社寺の境内や森林内の湿つた小路に生育していた

証拠漂本 :白iれ 山口nO.7021301,谷 田,飯綱臨鬼 古木 nO. 21604.
冠 宅力閉ゴ切 崩産漉 riczi■ Cindb.)■ ェ Kop.ツ ルチ ョウチ ンゴケ



森琳内の湿つた小路に生育していた。

証拠標本 :神々廻,弁天也 古本 nO.21572;谷田,飯綱罐鬼 古木 nO。 21605。

身朋勒朝前ん ガ3軸 ■■a lDozy&Molk。 )Lindb.コバノチョウチンゴケ
人工的な岩組の大成岩や石碑の基部において土が付着していた部分に生育していた。

調魁翻罵:谷田,飯綱権見 古木 nO。 21596.

ハリガネゴケ科

力蜜れ閉鍼ゴ切 研ガθ CDozy&Molk。 )Bosch&Sande Lac.ホ ノウリゴケ

道路脇のコンクリートやアスファアレト上にギンゴケと混生していた。

調 瞬 亦 :仇 古木 nO.21623,復,人40t古 木 nO.21626.

動 仰 力切 He�  ギンゴケ
市街地を代表するコケ植物であり,人家の庭やコンクリート上や道路脇にも生え,市内にもつとも

多く生育しているコケ植物のひとつである。

証拠標本 :清戸,福紐センター村近:古木 nO.2∞87;尚囁 古木 nO.21541;復,古木 nO.21621.

捻″力 P胞■解即 lKindb。 )Lindb.ex Am ホノエヘチマゴケ

寺の境内の裸地に生育していた。

調 瞬 琳 :根,翔詩 ,林 no。 21006;復 ど了月にnO.21627.

魅 閉 勅 陶 攣三ニユ襲 lHe� )工 To Spence ハ リガネゴケ

庭の裸地やコンクリート上、人工岩組上に生育していた。市内にもつとも多く生育しているコケ植

物のひとつである。

証拠標本 :清戸,福紐センター付退 古木 nO.20988;武西,古木 nO.21542.

タチヒダゴケ科

″筋髄ガ》拗 cttsttim Cardot タチダゴケ

クリやウメ、校庭に植えられた樹木の樹幹に生育していた.

譴陽鉢 :武已 古水m21546.

クスグロゴケ科

卵 力 PVJ」iFya ttitt。 )Nog.ヒメウスグロゴケ

ナシの樹幹に着生していた,珍しいコケ植物であり,千葉県内では千葉市のlヶ所から知られてい

るに過ぎない。

証拠標本 :根,史囃姻 ,古木 nO.21024;谷田,古木 nO。 21612.

嚇 "脱 岬
iC初
"lCardOt)No& 

ホノオカムラゴケ

ナンの樹幹に着生していた。

証拠屎本 :机 大野農園,古木 nO.21023.

シノプゴケ科

晦 ■OC■adim a昭
“
しitt■itt lHawe&Muell.Hal.)Broth ノミハニワゴケ

水田用水路のコンクリート護岸上に生えていた。ほふくするコケ植物としてはコンクリート上ばか

りでなく,十 卜や樹幹にも生育し,市内全域において最もふつうに見られるコケ植物である。

輯 :磁 ガ縛 ,古本 n。.21030,武間 林 nO.21538.
酌 ■∝■at/」irp効 切 CHe� )Broth コメバキヌゴケ
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水田脇の十卜に生育していた`

輯 :磁 イ縛 ,林 n。.21039.

残かり物翻�吻μ翌姻卜″た力 lMuell.臨 1。 )Broth.コバノイトゴケ

ナシやウメの樹幹などに着生していた。樹幹に着生するコケ植物としては蜘 して知らオ拓 .

証拠標本 :根,長染乱 古木 nO.21008;平鬼 河縛 ,林 no.21044.
降 写滑励 拗げ切 とocc∝e CSull.&LoeskO CardOtラ セ ン ゴケ

寺の境内において、火成岩上に生育していた。白井市では火成岩上で確認されたが,樹幹などに着
生することが知られており,市内の他地域にも生えている可能艦が高い。

証拠標本 :な毛仏法寺,古木 nO.21641.

帰rrvi″切 乃
"θ

めθ Sakuraiト ヤマシブゴケ

森林や水田脇十卜に生育していた。

証拠標本 :武L古 本 nO.21555;谷田,飯綱確鬼 岩本 nO。 7022側 1.

ヤナギゴケ科

と9p力″θし即 FfrXtrytt CHe� )Wamst.ヤナギゴケ
用排水路
～
寺の境内の人工庭園において、水中から水際のコンクリート上に生育していた。

証拠標本 :平塚 ガ縛 , 古木 nO.21031;侮 仏法乱 吉本 nOs,21629,21630,21642.

アオギヌゴ卵

肋

"産
焼万切 肋勤知留ガ lHook,)A」 aeger ナガヒツジゴケ

庭の裸地に群落を作つていた.ほふくするコケ植物としては下般的な種である。

調魁騨障 白井縮 戸,搬 ンタョ開L ttnO.20991;根 ,長籍視 古木 nO.21013;神々
廻 弁刃色 古木 nO.21565;復,古木 nO.21622.

肋

"弟
胎″切 ん劫力議 ■aぬ″Broth ヒモヒツジゴケ

水田脇の湿つた十卜に生育していた。このような場所に限られる。

輯 :平名 ガ郊 ,古木 nO.21027.

"閉
P/閉θStt llle� )Bmch&Schi呻.ハネヒツジゴケ

庭や水田脇の湿つた上に生育していた。裸地にはふつうに見られるコケ植物である。

証拠線膵こ:白井市清戸,福紐センター鯖丘 古木 nO.20997;平冤 河縛 ,古木 nOs。 21038,21048;

谷田 1萌鰯贈比 古木 nO。 21597.

力 Zル

"%ブ

切 p9pLr/9r2CHe� )Bruch&Schi呻 .ア オ ギ ヌ ゴ ケ

石碑の基礎をなす疑灰岩やコンクリート上に生育していた。

証拠標本 :谷田 飯綱伸也 古木 nO。 21591;復,古木 nO.21620.

力及均羽伽朗吻 pr9昭ダカカ恥 Muell.脇 1.ケヒツジゴケ
水田脇の湿つた上に生えていた。下総台地からは初めての記録となる。

譴埋跡こ:磁 イ郊 ,古水nO.21032.
蜘 ia"r2併期ダカθ tSull.&Lesq。 )Grout ヤノネゴケ

水田脇の湿つた十卜に生育していた。千葉県内でイ土房総丘陵に多い種であり,下総台地では珍しい。

輯 :平塊 甲身J鐸鞍介校付通 林 nO.20933;平堀 小森下 ;古べnO.21022;武囁

古木 nO.21557.

効 ゴ切 カメ
"♂
 ae� )Broth.ツクシナギゴケモドキ

水田脇の湿つた十卜に生育していた。
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謳畷募 :神々廻,弁天也 古木 nO,21570;復,仏法乱 古木 nO.21643.

卵 切 認昭″節 KBesch)Broth.ツクシナギゴケ

庭や神社の覧内の裸地で樹木が作る木陰に大きな群落を作つていた。このような場所では最もふつ

うであろう。

証悶騨障 清民 徽 ンター付通 古木 nO.20990;根,人幡神也 古木 nO.21015;武西,古
木 nOs.21547,21553.

盈〃訪鉢ι〕gtt θω″霊ιtt Cardot サイシュウテングゴケ

水田脇の湿った十卜に生育していた。

証拠標本 :期 古木 m21552;神々廻,弁天也 古木 nO.215弘
冠y湖ね効顛 m戯 とブ茂朋 ゴ切 徹itt,)A」aeger コカヤゴケ
森淋の縁の湿つた上に生育していた。

証拠標本 :平塚;′I斎 ,古木 nOs。 21028,21034,21040;武西,古木 nO.21544;神々魁 弁天
池 奇水 no.21567.

サナダゴケ科

斑a簾o肋発� 効 切 lardOt et thOr。 )Z.Iwats.ジョウロウイチイゴケ

杉林の林床の側木上に生育していた。市街地には生育していない。

証拠標本 :神々廻,弁天也 古木 nO.21573.

ツヤゴケ科

肋 ιぬ 翔 釦印ガ CParis)CardOt ヒロハツヤゴケ

ナシの樹幹やコンクリート上などに着生していた。市内全域において樹幹やコンクリート上に最も

ふつうに生育している。

証拠標本 :市根,大野農園,古木 nO.21025;武西:古木 nO。 21536;復i仏法寺;古木 nO,21645。

肋ιぬ 51V//」 irapガ/師ぃ1.脇1.)Lindb.ホ ゾミツヤゴケ

神牡の石垣に生育していた。

証悶勲障 谷田,飯制御残 古木 nO,21609.

ナガハシゴケ科

肋 艤 ■■a臨 主主血Fleis前はカガミゴケ
スギの樹幹基部に着生していた。

証拠標本 :折立 古木 nO。 21654;神々廻 弁天也 古木 nO。 21571.

駆 aiSiaおェ漁 ヵめ施膠θ tBrOth)粘 R Buck ケカガ ミゴケ

ウメの樹幹に着生していた。樹幹着生のコケ植物の中では最も大気汚染に対して強いと思われてい

るコケ伯物のひとつである。

証拠標本 :清戸,宗像伸也 古木 nO.21001;根,長楽乱 古木 nO.21014;平見 ガ捕 ,古木 nO.

21042;神々廻,弁飛也 古木 nO.21579.

攪陸 柳 翻

"拗 "θ
く脆 ell.Hal。 )皿 Fleisch ナガハ シゴケ

スギの側木に生育していた,大気汚染にあまり強くないコケ植物であり,市街地には少ないであろう。

譴悶酔監 清民 敲 ンター付通 古木 nO.20985;平堀 刑縛 ,古木 nO,21049;武吼 古
木 nOs。 21537,21549;神 々廻,弁天也 古木 nO.21576.
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ハイゴケ科

物 切 P′′肪9F999 Wilson ハイゴケ

ほふくするコケ植物の代表として知られる.芝生の中に生えていた。

譴畷鉢 :清戸,敲 ンター儲通 古木 nO。 20992:武西,古木 nO。 21545谷田,飯綱罐鬼 古
木 nO.21608.

る り と韓 切 JZFptFι助 切 lMuell.Hal。 )A」 aeger シ ロハ イ ゴ ケ

スギ林において,スギの倒木上に生育していた。

輯 :折立 i静代no.21655.

PJ9LrJ9臆耕 翼二切脚ぬ催椴鋼靱吻 lSull.&Lesq。 )Z.Iwats.ア カイチイゴケ

森淋の中を通る道路脇持森林の縁の上手に生育していた。ふつうに見られる。

証拠標本 :平塚;5秘盈よ端お移泌冷撹己古木 nO.20938; 清戸,福祉センター付通 古木 nO。 2∞81;

復,仏法乱 古木 nO.21628。
ね々ノ沸敵切 ガ ι翰 盟♂ ((近配ot)Z.Iwat.コ ウライイチ ゴケ

水田脇の湿つた十卜に生育していた。環境省のレッドリストにおいて準絶滅危罠種に指継 れている。

証拠標本 :平鬼 だ齋 ,古木 nOs.21029,21033,21035;神々魁 弁天也 林 nO.21踊 .
ね巧破〃 切 し雲ittm“itt.)М Fleischキ ャラハゴケ
森林脇の上手に生育していた。

証拠標本 :谷田,飯綱罐見 古木 nO。 21599,

resi越雷 ia F/Pcciぬ CSull.&Lesq.)Z.Iwats.ヨ コスカイチイゴケ
スギ林において,スギの倒木に生育していた。

輯 :折立 古木 nO.21656.

タイ綱

ツキヌキゴケ科

監■ttia arptt Mees&Mont。 チャボハラゴケモドキ

森淋の中を通る道路脇の上手に生育していた。上手に生えるタイ類としてはふつうであろう。

調悶蒋障 引膨亀司蒻移J      古木 nO.20987:本竜良籍れ 古木 nO。 21011:試洒,古
木 nO。 21539.

ヤ 淋 三A
先

"ガ

OZia οι顕 釘 s=sS拘 山 オ タ ル ヤ バ ネ ゴ ケ

神社の石碑基部の凝灰岩上に生育していた。

証拠標本 :谷田,飯綱糖乳 古木 nO.21600。

ンボミゴケ科

Лttq胆閉ゴβ加駒盟力 Nees ツクシツボミゴケ

湿つた上に生育していた。上に生育する茎葉体のタイ類としては■般的な種として知られる。

証拠標本 :清戸,福紐センター付通 古木 nO。 20995.

力昭T盟閉ゴβ賜 力 A Evans ツツプロイゴケ
神社において湿つた石垣に生育していた。

証拠標本 :谷田,飯綱鷹鬼 古木 nO。 21595.
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ヒシャクゴケ科

Scttiaぎし翔
==Muell,Frib.チ

ャボヒシャクゴケ

神社の石碑基部の凝灰岩上に生育していた。

証拠慄本 :谷田,飯綱権免 古木 nO。 21603

クロコゴケ科

卵 "孤
IPOr Nees ヒメトサカゴケ

スギの樹幹や倒本に生育していた。やや湿つた生育基物を好むタイ類であり,市街地では少ないと

廟 る。

証拠標本 :清戸,福祉センター付逸 古木 nO.20984,平堀 ′I齋 〕吉本 nO.21046;武西,古
木 nO.21543.

ヤスデゴケ科

曲 ■■鍛ia朋露力】♂Steph.カ ラヤスデゴケ

切られたナシの樹幹に着生していた。

証拠標本 :谷田,吉本 nO。 21610。

FHr/FarP」i2脚 p“ jJiJ9Lr/a Steph ヒ メ ア カ ヤ ス デ ゴ ケ

寺のエゴノキの樹幹に着生していた。

輯 :机 露 乱 林 n。。21009。

クサヅゴケ科

鈴′ο′り税陸沼瀬 iCa schiffn)Mizut.ヤ マトヨウジョウゴケ

樹幹に着生するタイ類としてイi最もふつうに生育していた。
輯 :平堀 河齋 ,古木 nO。 21047; 神々廻,弁天池,古木 nO.21577;谷田,飯綱権現

古木亜。21601.

上″ 加
"Mi悦
.ヤマトコミミゴケ

森林②縁に生える樹木の樹幹や社寺の境内のおいて人工的な岩組にやや大きな群落を作つていた。

市街地では見られなしヽ

証拠標本 :平名 河縛 ,古本 nO.21041;谷田,飯紳階鬼 古木 nO。 21598.

妙 uユ
=Cina cTaylorJ Gottsche et al.コ

クサリゴケ

寺の境内のウメの樹幹にごくど勤斗難 していた。野外で確認するのが困難なほど小さい。

証拠環本 :根♭長楽寺,古木 nO.21010.

ミズゼニゴケ科

発ととia 9PJ」iriitt■ia ①ics.)Dumort.ホ ンバミズゼニゴケ

庭において建物の北側の湿つた裸地に生育していた。

謳畷黙 :理孔 甲衆J拗 林 n。。20945;ば麗 ど抹 no.21559.

スジゴケ科

胞残瑠尼拷 zrFι
=E盈
他.)Gray subsp.腱韓 sc"♂ 6teph.)Fばはニ クシノハスジゴケ

湧水地で確認された。これまで下総台地では谷津でのみ生育が確認された。

証拠標本 :清戸,福糾センター付通 古木 nO。 20983.
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フタマタゴケ科

ヤマトフタマタゴケカ砂す練 βノ

"/SChiff比様々な樹木の樹幹に着生していた.市街地に生育することは珍しいコケ植物として知られている。

輯 :清凡 宗像伸也 古木 nO.21002;甲残〕齋 ,古木 nO.21043;清鞭 ンター付

退 長御 li n。.200501;神々廻,弁天也 古木 nO。 21578.

ジャゴケ科

の /r2C∝iCC靱 伍 )Dumort.ジャゴケ

農耕地の裸地に生育していた。

議磁姓榜彰猟:なも ラ哩膿園,せラトno.21018:武間 せラ祥no.21556.

婉 申腸ノ切 5榔 itt CIhunb.)Grolle ヒメジャゴケ

庭の裸地に生育していた。新しい裸地に多いことが知られており,今後も市街地で見つ力おであろう,

証拠標本 :弦 移 jゼ封兜朗究 古木 nO.20943.

アズヤゼニゴヶ科

力咆此i襲 カカs″拷 (訛 )Neesケゼニゴケ
湿つた森琳内の裸地に生育していた。

証魁酔障 折乳 古木 nO.21652.

ミカジヤゼニゴケ科

ミカジキゼニゴヶを幽 u工顔 a取
=a力
lL.)Lindb.

社寺や人家の庭において裸地に生育していた,コケ植物としては非常に珍しい外国からの外来種と
して知られており,かつては大都市圏や大きな街道沿ヤWこ限られていた。市内では広い範囲に生育
している可能艦が高い。

証拠標本 :磁 鞍 jゼ謝兜朗究 吉本 nO,20942;復;仏法名 古木 nO.21640.

ジンガサゴケ科

腕 ia力%確歴 CBarbis)Frye&Clark ミヤ コゼニ ゴケ

社寺の境内の裸地に生育していた。本種は元為 う翻 |1彰徹 のヽ地域に限られているとされていたが,

植木の回場などにも生育しており、植本の運搬に伴い,分布域を広げたと言われている。白井市に
も植本と共に運ばれて来た可能艦が高い。

証拠標本 :復I(齢 .古木 no.21636。
胞ん西′β力α2たコ乃β例ロセ9低 )Raddi ssp.xttta■is R tt Schust。
人家の庭や適軋 社寺の境内の裸地に生育していた。

調悶酔障 折立 古木 nO.21657;復 仏法乱 古木 nO.21639.

ゼニゴケ科

腸麗ル虜力 μttzv Bertol.subsp.力勉留 CNees&Mont.)InOue フタバネゼニゴケ
庭や道路脇ぅ裸地に生育していた.

証拠標本 :平冤 甲姦〕哺部分椀 古木 nO.20944;神々廻,弁天也 古木 nO.21580.
滋麗肋肪力″取即申ル L.ゼニゴケ
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水田脇の土や庭に生育していた。教科書ではタイ類の代表として知られているコケ植物である。

証拠標本 :平晃 平段1     古木 nO.2∞35;市復,市御所鯖屁 古木 nO。 21004;谷

田,古木 nO。 21613.

ウキゴケ科

Riccia 2v」i鈎四L.ウキゴケ
秋に水を落とした水田に生育していた.

調魅謗こ:詔柔 穆 j哺翻分椀 古木 nO.20947;武間 古木 r10。 21554.

R工ccia∬♂EICa L ハタケゴケ

秋に水を落とした水田に生育していた。

蝦 :平冤 甲第1澤鞍分校付温 iかにno.20929;折立 古木 nO.21650;復 仏法i古
木 nO.21638.

Rttcctta加協切9rFapa Lindenb`コ ハタケゴケ

秋に水を落とした水田に生育していた.

証拠標本 :平見 鞍 1ゼ封兜創究開巳 古木 nO.20928.

″″カ カ匹ガ孵 Raddi ウロコハタケゴケ

道路脇の裸地に生育していた。

証拠慄本 :名内,東淵比 古木 nO。 21662.

Ricciaガル Schiffn ミヤケハタケゴケ

秋に水を落とした水田に生育していた。

証拠標本 :平塚,平塚′1拗 ,古木 nOs。 20941,20948.
Riccia n=脚ica Shimizu&S,Hatt.カ ンアヽタケゴケ

秋に水を落とした水田に生育していた.

証拠標本 :平冤 鞍 よゼ封鬼朗剣鵠丘 古木 nO.2093Cl.

Ricci中 ″協暦 伍 )Corda イチョウウキゴケ
秋に水を落とした水田に生育していた。

証悶酔障 脇 司蒻訪よ      古木nO.20927;τ毛 古木 nO。 21649.

ツノゴケ綱

ンノゴケ科

力筋
"9r9J ttω

盟ガ L HOwe コツノゴケ

秋に水を落とした水田に生育していた.千葉県からは3番目の産地である。

輯 :平漿 甲多J畔鞍分校付温 五抄卜no。 20932.

助 餌餌 露プθ
"カ
ゴ知】♂餌ichx。 )Prosk.ニフツノゴケ

庭の裸地に生育していた。

証拠標本 :清R福 紐センター付通 古木 nO.20989.

ンノゴケモドキ科

わ力謗//BF tticu■雷is 6chvein)sull.ツノゴケモドキ

秋に水を落とした水田に生育していた。

輯 :平冤 甲多J辞牧分校付逸 iうにno.20931.
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5. 餌削飛深しЧ障翌留冨

(1)ltltu―
環境省レンドリストにおいて準絶滅危惧種に指定されている種として次の3種を確認した。

こ韓鶴 ■■効 ガめ lCardot)Z,Iwat.コ ウライイチゴケ

平塚において,水田脇の湿つた上に生育していた。生育状況は比較的良好であつた。
Fuiccia ttrF」i滋胚 L ウキゴケ
平塚において秋に水を落とした水田に生育していたが,極微量である.
Ricci∝ゅ ″Jar7J倫 )Corda ィチョウウキゴケ

平塚において秋に水を落とした水田に生育していたが,― tSある。春から夏の生育状況の調査

が必要であろう.

(2)穂
残潮鍛工ね PIrs」

iFFa αitt.)Nog。 とメウスグロゴケ

千葉県内では千葉市のlヶ所から知られているに過ぎない。

力
“
均羽販
"切
解脚
「韓
益逢 s Muel.Hal.ケヒツジゴク

全国的にイ難 あるが,千葉県内ではこれま申 しか確認されていなかった。

れ訪″鉤 ∂函卿 三二hh聰 コツノゴケ
関東平野では稀産種であり,千葉県内でlu― と袖ヶ浦市から記録されているに過ぎない 011

名・古木 199り 。

(3)憮
外来種には,外国から白井市に入つてきたと思われる種と,白井市以外から入つてきた種がある。
前者|ま,これまで知られてる分布域から確認されている種である。後者に関してイ乱 1購証を得るのは

難しし功 ,ゞ生苗期渤 らゝ推察される種である。
障imia pゴノゴん阿 R Beauv.ケギボウシゴケ

火成岩が存在しなければ生育できない可能艦が高く,白井市の在来種ではなく、火成岩が持ち込ま
れた後に生えたコケ植物であろう。

々μ鯰″藍� ■益 雷i赴� Reinナガバチヂレゴケ
本種もケギボタシゴケと同様の理由により,本来、白井市に生育していたかどう力湘凝わしい。
胞廻″藍� 加

"ぼ
万ね (ぬ岨 コバノスナゴケ

本種もケギボウシゴケなどと同様に白井市に生育していたかどう力1淡わしい。
わ 切 ガ 藍� ね 曜 裁 閉 効 機 、)Bridシ モ フ ヅ ゴ ケ

本種は亜高山帯の岩場に生育することが知られているが,稀に低地に生育することがあり,今回発
見された生育地における由来が興味深い。火成岩が存在しなければ生育できない可能性が高く,白
井市の在来種ではないと思われるが、岩と共に持ち込まれたの力、後から生えてきたのか,j即縛和 .ヽ

醜 sι
=直
m■i■i那し螂 ℃hell.Hal,)Degllchi.コ メバギボウシゴケ

本種も火成浩が存在しなければ生育できない可能艦が高く,白井市の在来種ではないと思われる。

齢 igia ci■iatt lHe血 )P.Beauv.ヒ ジキゴケ

火成岩が存在しなければ生育できない可能性が高く,庭目が作られた後に定着した外来種であると
屋賛朔んる。

hia拗 ♂tBarbis)Frye&Clark ミヤコゼニゴケ

本種は元来,荒川添いの地域に限られているとされていたが,植木の園場などにも生育しており,
植本の運殿に伴い,分布域を広げたと言われている.白井市1こも植本と共1こ,国魏 て来た軸 ミ

高い。
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と伽u工れ a ttia協 (L.)Lindb.ミ カゾキゼニゴケ

外国からの外来種として知られており,かつては大都市圏や大きな街道沿セWこ限られていた。市内

では広い範囲に生育している可能性が高い。

R=ccia力隠ガ孵 Raddi ウロコハタケゴケ

最近I海外から持ち込まれた外来種であるとされており(古木 2000j,今後,自井市において,分

布域の広がりに注目すべきであろう。

6. 紳

最後に,多くの市民の方々にご理解頂き,十分な調査をすることができた。また,市民調査員の方々

に磁 調査に同行して頂くと共に,有益な情報と標本を提供して頂いた。更に,東邦大学の長谷川雅

美教授には現地調査において,多くのご助言を頂いた。ここにお世話になつた方々■感謝申し上げる。
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